	着　　手　　届
令和　　年　　月　　日

分任支出負担行為担当官

森林管理（支）署長　殿

請負者

住　所

氏　名

製品生産事業請負の実行について

令和　　年　　月　　日付けで契約の製品生産事業請負について、令和　　年　　月　　日着手するのでお届けします。

記

１　事業名
２　約定事業期間　　　着手　　令和　　年　　月　　日から

完成　　令和　　年　　月　　日まで

３　請負予定価格　　　　　　　　　　　　　　　　円也

（うち取引に係る消費税額　　　　　　　　　　円也）




	令和　　年　　月　　日

	監督職員              　　　         


	令和　　年　　月　　日

分任支出負担行為担当官

森林管理（支）署長　殿
請負者

住　所

氏　名

請負事業進行報告書（　月分）
事業名　　　　　　　　　　　　
（単位：ha、㎥）

事業区分
作業種
工程群
請負予定
(又は見込み)
事業量（Ａ）
当月末予定
(又は見込み)
累計量（Ｂ）
当月末実行
累　計　量
（Ｃ）
進行率％
Ｃ／Ａ
Ｃ／Ｂ
伐　採
面　　積
伐採搬出
山元土場搬出
山元土場巻立
搬出路
作　設
森林作業道
雪　　道
既設路
維　修
トラック道
森林作業道
除　　雪
除　　　雪
検知業務
形量・品質検知
数量
検知
椪検知
層積検知
ﾄﾗｯｸ輸送
積込、輸送、巻立
搬入土場検知
数量
検知
椪検知
層積検知
伐　　採
面　　積
伐採搬出
山元土場搬出
山元土場巻立
搬出路
作　設
森林作業道
雪　　道
既設路
維　修
トラック道
森林作業道
除　　雪
除　　　雪
検知業務
形量・品質検知
数量
検知
椪検知
層積検知
ﾄﾗｯｸ輸送
積込、輸送、巻立
搬入土場検知
数量
検知
椪検知
層積検知
※１　この進行報告書は毎月５日まで進捗状況を報告するものであり、面積や数量は概数とする。
※２　請負予定事業量（Ａ）欄及び当月末予定累計量（Ｂ）欄については、事業の進行に伴って増減が見込まれるものであり、増減が見込まれる場合は予定事業量等の増減を行った数値を記載する。
（例：請負予定事業量３０００㎥に対し３００㎥の減が見込まれる場合は（Ａ）欄は２７００とする。）
※３　Ｃ／Ｂが９０％以下の進行率の場合は対応策等について様式３を利用し監督職員に報告すること。
令和　　年　　月　　日
監督職員


	報告書

（指示・承諾・確認・協議、検査、立会）

※該当する項目を○でかこむ 　　　　　　　　　願　書

令和　　年　　月　　日　　
監督職員

殿

請　負　者

現場代理人



	
	事業名
	
	項　目
	
	

	
	内　　　容
	監督職員記載事項
	

	
	
	
	

	
	
	


	事業（部分）完了届
令和　　年　　月　　日

分任支出負担行為担当官

森林管理（支）署長　殿

請負者

住　所

氏　名

製品生産事業請負の実行について

令和　　年　　月　　日付けで契約の製品生産事業請負について、令和　　年　　月　　日別紙のとおり（部分）完了したのでお届けします。



	
	令和　　年　　月　　日
	

	
	監督職員              　　　         
	

	
	記　　事


	

	


	（部分）完了届内訳書（Ａ）
（単位：ha）

	
	林 小 班

	事業区分
又　　は
作 業 種
	面　　積

	作業実行期間

	備　　　考

	

	
	
	
	
	自　　　月　　　日
至　　　月　　　日
	
	

	
	
	
	
	自　　　月　　　日
至　　　月　　　日
	
	

	
	
	
	
	自　　　月　　　日
至　　　月　　　日
	
	

	
	
	
	
	自　　　月　　　日
至　　　月　　　日
	
	

	
	
	
	
	自　　　月　　　日
至　　　月　　　日
	
	

	
	
	
	
	自　　　月　　　日
至　　　月　　　日
	
	

	
	
	
	
	自　　　月　　　日
至　　　月　　　日
	
	

	
	
	
	
	自　　　月　　　日
至　　　月　　　日
	
	

	
	
	
	
	自　　　月　　　日
至　　　月　　　日
	
	

	
	
	
	
	自　　　月　　　日
至　　　月　　　日
	
	

	
	
	
	
	自　　　月　　　日
至　　　月　　　日
	
	

	
	
	
	
	自　　　月　　　日
至　　　月　　　日
	
	

	
	
	
	
	自　　　月　　　日
至　　　月　　　日
	
	

	
	
	
	
	自　　　月　　　日
至　　　月　　　日
	
	

	注：１　契約書の事業内訳書に従い、別葉に作成すること。
２　伐採搬出及び検知業務等に係る数量については、（Ｂ）表に記載すること。


	（部分）完了届内訳書（Ｂ）
（単位：数量㎥、延長ｍ）

	
	事業区分
	作 業 種
	工 程 群
	見込数量
	備　　考
	

	
	
	伐採搬出

	山元土場搬出
	
	
	

	
	
	
	山元土場巻立
	
	
	

	
	
	搬出路作設

	森林作業道
	
	
	

	
	
	
	雪道
	
	
	

	
	
	既設路維修

	トラック道
	
	
	

	
	
	
	森林作業道
	
	
	

	
	
	除雪
	除雪
	
	
	

	
	
	検知業務

	形量・品質検知
	
	
	

	
	
	
	数量
検知
	椪検知
	
	
	

	
	
	
	
	層積検知
	
	
	

	
	
	トラック輸送
	積込、輸送、巻立
	
	
	

	
	
	搬入土場検知

	数量
検知
	椪検知
	
	
	

	
	
	
	
	層積検知
	
	
	

	
	
	伐採搬出

	山元土場搬出
	
	
	

	
	
	
	山元土場巻立
	
	
	

	
	
	搬出路作設

	森林作業道
	
	
	

	
	
	
	雪道
	
	
	

	
	
	既設路維修

	トラック道
	
	
	

	
	
	
	森林作業道
	
	
	

	
	
	除雪
	除雪
	
	
	

	
	
	検知業務

	形量・品質検知
	
	
	

	
	
	
	数量
検知
	椪検知
	
	
	

	
	
	
	
	層積検知
	
	
	

	
	
	トラック輸送
	積込、輸送、巻立
	
	
	

	
	
	搬入土場検知

	数量
検知
	椪検知
	
	
	

	
	
	
	
	層積検知
	
	
	

	
	
	伐採搬出

	山元土場搬出
	
	
	

	
	
	
	山元土場巻立
	
	
	

	
	
	搬出路作設

	森林作業道
	
	
	

	
	
	
	雪道
	
	
	

	
	
	既設路維修

	トラック道
	
	
	

	
	
	
	森林作業道
	
	
	

	
	
	除雪
	除雪
	
	
	

	
	
	検知業務

	形量・品質検知
	
	
	

	
	
	
	数量
検知
	椪検知
	
	
	

	
	
	
	
	層積検知
	
	
	

	
	
	トラック輸送
	積込、輸送、巻立
	
	
	

	
	
	搬入土場検知

	数量
検知
	椪検知
	
	
	

	
	
	
	
	層積検知
	
	
	

	注：事業区分が複数の場合は、数に応じて適宜行数を追加して作成する。



検知野帳
No.００　　　
	局署コード
	：
	
	
	
	
	
	
	
	森林事務所
	：
	
	
	
	
	主間伐
	：
	
	１　主　伐　２　指 定 間 伐　３　そ の 他 の 間 伐
	
	

	生産年度
	：
	
	
	
	
	
	
	
	国有林名
	：
	
	
	
	
	乾燥椪
	：
	
	０　無　　　１　有
	
	
	
	椪番号
	
	号土場

	完了年月日
	：
	
	年
	
	月
	
	日
	
	林班
	：
	
	
	
	
	枝打椪
	：
	
	０　無　　　１　有
	
	
	
	品目
	
	
	

	入札番号
	：
	
	
	
	
	
	
	
	生産地点
	：
	
	１　山    床　 ２　山     元　３　最　  終
	
	樹種等
	：
	
	
	
	
	
	
	用途
	
	
	

	整理番号
	：
	
	
	
	
	
	
	
	直・請別
	：
	
	１　直 よ う　２　請     負
	
	林齢
	：
	
	から
	
	
	
	
	販売方法
	
	
	

	物件所在地
	：
	
	
	号土場
	
	
	
	人・天別
	：
	
	１　人 工 林　２　天 然 林　３　そ の 他
	
	
	
	
	まで
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	樹　種
	
	
	樹　種
	
	
	樹　種

	長　級
	
	
	長　級
	
	
	長　級

	径　級
	１等
	２等
	３等
	
	１等
	２等
	３等
	
	径　級
	１等
	２等
	３等
	
	１等
	２等
	３等
	
	径　級

	８
	
	
	
	
	
	
	
	
	８
	
	
	
	
	
	
	
	
	８

	９
	
	
	
	
	
	
	
	
	９
	
	
	
	
	
	
	
	
	９

	１０
	
	
	
	
	
	
	
	
	１０
	
	
	
	
	
	
	
	
	１０

	１１
	
	
	
	
	
	
	
	
	１１
	
	
	
	
	
	
	
	
	１１

	１２
	
	
	
	
	
	
	
	
	１２
	
	
	
	
	
	
	
	
	１２

	１３
	
	
	
	
	
	
	
	
	１３
	
	
	
	
	
	
	
	
	１３

	１４
	
	
	
	
	
	
	
	
	１４
	
	
	
	
	
	
	
	
	１４

	１６
	
	
	
	
	
	
	
	
	１６
	
	
	
	
	
	
	
	
	１６

	１８
	
	
	
	
	
	
	
	
	１８
	
	
	
	
	
	
	
	
	１８

	２０
	
	
	
	
	
	
	
	
	２０
	
	
	
	
	
	
	
	
	２０

	２２
	
	
	
	
	
	
	
	
	２２
	
	
	
	
	
	
	
	
	２２

	２４
	
	
	
	
	
	
	
	
	２４
	
	
	
	
	
	
	
	
	２４

	２６
	
	
	
	
	
	
	
	
	２６
	
	
	
	
	
	
	
	
	２６

	２８
	
	
	
	
	
	
	
	
	２８
	
	
	
	
	
	
	
	
	２８

	３０
	
	
	
	
	
	
	
	
	３０
	
	
	
	
	
	
	
	
	３０

	３２
	
	
	
	
	
	
	
	
	３２
	
	
	
	
	
	
	
	
	３２

	３４
	
	
	
	
	
	
	
	
	３４
	
	
	
	
	
	
	
	
	３４

	３６
	
	
	
	
	
	
	
	
	３６
	
	
	
	
	
	
	
	
	３６

	３８
	
	
	
	
	
	
	
	
	３８
	
	
	
	
	
	
	
	
	３８

	４０
	
	
	
	
	
	
	
	
	４０
	
	
	
	
	
	
	
	
	４０

	４２
	
	
	
	
	
	
	
	
	４２
	
	
	
	
	
	
	
	
	４２

	４４
	
	
	
	
	
	
	
	
	４４
	
	
	
	
	
	
	
	
	４４

	４６
	
	
	
	
	
	
	
	
	４６
	
	
	
	
	
	
	
	
	４６

	４８
	
	
	
	
	
	
	
	
	４８
	
	
	
	
	
	
	
	
	４８

	５０
	
	
	
	
	
	
	
	
	５０
	
	
	
	
	
	
	
	
	５０

	５２
	
	
	
	
	
	
	
	
	５２
	
	
	
	
	
	
	
	
	５２

	５４
	
	
	
	
	
	
	
	
	５４
	
	
	
	
	
	
	
	
	５４

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	

	
	層 積 検 知 野 帳
	
	【略図】
	

	
	
	
	
	

	
	検知年月日
	年　　月　　日
	決議番号
	
	
	
	

	
	区　　分
	 低質材・原料材
	Ｎ・Ｌ
	地上・車上
	直・請
	
	
	

	
	土場番号
	              号
	椪番号
	号
	
	
	

	
	測点


	高さ（ｍ）

（a）
	長　　さ（ｍ）
	材　長（Ｉ）
	      　　 ｍ
	
	
	

	
	
	
	上辺（ｂ）
	下辺（ｃ）
	平均高（Ｈ）
	       　　ｍ
	
	
	

	
	
	
	
	
	平均高＝
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	層積＝

（ ｂ＋ｃ ）×Ｈ×Ｉ
２


	計算式

㎥
	
	
	

	
	実積換算率　（実積換算率算出調書）
	
	
	
	

	
	実　材　積　（層積 × 実積換算率）
	                       ㎥
	
	
	

	
	（検知者）


	（集計者）


	（検算者）


	
	
	
	

	


	事 故 報 告 書
令和　　年　　月　　日
監督職員　　　　　　　　　　　殿
請　負　者
現場代理人

	
	事 業 名
	
	事業場所
	
	

	
	発生日時
	 令和　　年　　月　　日（　曜日）　　時　　分
	天　候
	
	

	
	災害発生状況・原因
	①どのような場所で、②どのような作業をしている時に、③どのような物または環境に、④どのような不安全または有害な状態であって、⑤どのようにして災害が発生したかを詳細に記載し、略図を添付する。

	

	
	被害状況
	人的被害・物的被害を記載

	

	
	被
災
者

	氏　名

	
	生年
月日
	年　　月　　日
（　　歳）
	性別

	男・女

	職　　種

	
	

	
	
	連絡先

	
	経験年数

	
	

	
	
	傷病名

	
	傷病
部位
	
	休業見込期間
・死亡日時
	
	被災場所

	
	

	
	今後の対策
	
	

	
	所見・状況
	
	

	


	国有林ＧＩＳデータ借用書
令和　　年　　月　　日　
○○○○森林管理（支）署長　殿
申請者
会社名
所在地
氏　名　　　　　　　　　　　
電話番号
下記のとおり、国有林ＧＩＳデータを借用します。
借用したデータは適切に管理するとともに、下記目的以外には使用しません。
また、ＧＩＳデータと現地とでは誤差が生じることを理解のうえ、参考として使用いたします。
借用期間終了後は速やかにデータを消去し、返却に代えるものとします。
記
１　借用物品　　国有林ＧＩＳデータshapeファイル　北海道○○○○署管内分
２　使用目的　　○○（契約名）に伴う○○○のため
（※使用目的を具体的に記載願います）
３　借用期間　　自　令和　　年　　月　　日
至　令和　　年　　月　　日
【貸与担当者記載箇所】

	
	貸　出　日
	令和　　年　　月　　日
	

	
	役職・氏名
	                      　
	

	


	

	
	支　障　木　届
　　　　年　　月　　日
○○森林事務所森林官　殿
住　所
氏　名　　　　　　　　　　　
事業名　　　　　　　　　　　　　　　　をもって素材生産委託契約した件に係る伐採搬出に当り、下記のとおり支障木認定を願いたく、届けます。なお、緊急伐除木については、貴署から保管解除の連絡があるまで保管いたします。
記
	

	
	箇所：　　　　　林班　　　　　小班
	

	
	樹　　種
	数　　量
	理　　由
	

	
	ほか

	約　　　　本

	
	

	

	
	支 障 木 認 定
　　　　年　　月　　日
支障木の数量及び本物件に対する比率

	

	
	支障木の５％を超えた場合の所見

	

	
	緊急伐除木認定の状況（概数、指示事項等）

	

	
	備考
認定職員　農林水産　　官　　　　　　　　　　
	

	（注：支障木の収穫調査復命書に添付し、署に提出すること）


	見　　積　　書
事 業 名　　　　　　　　　　　　


	見積金額


	億
	千万
	百万
	十万
	万
	千
	百
	十
	円
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	ただし、上記金額は、消費税相当額を除いた金額であるので、契約額は、上記金額に１０％に相当する額を加算した金額となること及び見積者注意書、現場説明書を承知のうえ見積もりします。

令和　　年　　月　　日

分任支出負担行為担当官

森林管理（支）署長　殿

見積者住所

社　　　名

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　㊞

代理人住所

社　　　名

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　㊞




	使 用 機 械 調 書

	
	事　業　名
	
	搬入予定
	令和　　年　　月　　日
	

	
	請　負　者
	
	撮　　影
	令和　　年　　月　　日
	

	
	
	

	
	
	     写真を添付
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	

	
	機械の名称
	
	備考


	

	
	型　　　式
	
	
	

	
	メーカー名
	
	
	

	
	生　産　国
	
	
	

	
	全　　　長
	
	
	

	
	全幅（設置幅）
	                       （　　　　　）
	
	

	
	全　　　高
	
	
	

	
	重　　　量
	
	
	

	
	最大積載量
	
	
	

	
	
	


	森林作業道における確認事項
令和　　年　　月　　日
事業名　　　　　　　　　　　　　　
現場代理人　　　　　　　　　　　　

	
	審査項目
	審　査　内　容
	必須
	確認
	

	
	路線計画
	１
	事業計画書を基に適切な路網配置がされているか。（変更計画書含む）
	※
	
	

	
	
	２
	積雪前に作設されているか。
	
	
	

	
	
	３
	既設集材路を利用する場合は、原則として縦断勾配が１０°（１８％）以下となっているか。１４°（２５％）以下の場合は短区間となっているか。
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	伐開
	４
	伐開幅は、必要最小限の幅となっているか。
	
	
	

	
	幅員
	５

	幅員は３ｍ程度（付加幅０.５ｍ程度可）、又は使用機械の接地幅の１.２倍の幅員が確保されているか。（作業スペース、待避所、車廻し及びヘアピンカーブ拡幅箇所は除く）
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	勾配・排水
	６

	縦断勾配は概ね１０°（１８％）となっているか。やむを得ない場合でも短区間に限り１４°（２５％）以下となっているか。
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	７
	縦断勾配は、緩やかな波状、又はこまめな水切りによる分散排水の機能が備わっているか。
	※
	
	

	
	
	８
	横断勾配は水平となっているか。
	
	
	

	
	
	９
	独自の工夫により分散排水を行っているか。（水平盛土や浸透升設置）
	
	
	

	
	曲線部
	10
	曲線部（ヘアピンカーブ）の手前で分散排水し、曲線部盛土部分の浸食を防いでいるか。
	※
	
	

	
	
	11
	曲線部の拡幅は林業機械が安全走行できる幅員となっているか。
	※
	
	

	
	切土
	12
	必要以上の切高となっていないか。また、切土のり面の安定が図られているか。
	
	
	

	
	盛土
	13
	盛土部に亀裂や沈下がないか。
	※
	
	

	
	
	14
	法面勾配は、概ね１割又は１割２分程度となっているか。
	※
	
	

	
	
	15
	盛土部分は土構造となっているか。（根株を土羽工として利用している場合を除く）
	
	
	

	
	
	16
	はぎ取り表土を利用した緑化促進により路肩の保護、のり面の浸食防止に努めているか。
	
	
	

	
	簡易構造物
	17
	構造物の設置は、現地発生資材（丸太・転石等）を活用しているか。
	
	
	

	
	
	18
	独自の工夫により路体や曲線部の保護を行っているか。（曲線部に放射状に丸太設置等）
	
	
	

	
	汚濁防止
	19
	河川等の汚濁防止は図られているか。
	※
	
	

	
	
	20
	林道等に土砂が流出しないよう森林作業道入口に土留工等を設置しているか。
	
	
	

	
	その他
	21
	土砂の流出、土石の転落防止は行われているか。
	
	
	

	
	
	22
	事業終了時、路体決壊防止対策として水切り・路面の轍掘れ整正が行われているか。
	※
	
	

	
	
	23
	小渓流に設置した仮設物等については、事業終了時に撤去されているか。
	
	
	

	注：①　確認項目の適否判断は、「森林作業道作設マニュアル」、「森林作業道作設指針」（平成２２年１１月１７日付け２２林整整第６５６号）及び別表「森林作業道作設指導基準」を参照のこと。
②　必須項目は確実に実施すること。なお、監督職員から改善指示を求められた場合は、速やかに改善し監督職員の確認を得ること。
③　本確認事項の表は、事業終了後に提出すること。



